
ＡＨＲＤＡでの日本式技能検定の導入支援 
（シーケンス制御２級） 

【AHRDAの設立】注）AHRDA： Automotive Human Resource Development Academy 
 タイ労働省技能開発局（DSD）は、自動車産業の人材育成を支援するため、タイ工業界及び
日系企業の協力により2015年にAHRDAを設立  

【日タイ産業人材育成協力イニシアティブ】 
 DSDの要請及び日系企業のニーズを踏まえ、シーケンス制御２級検定の立上げを目指す 

【厚生労働省によるシーケンス制御２級検定立上げ支援】 
①PTUの電気分野専門家をAHRDAに派遣、実施体制を整備（JICA専門家） 

注）PTU：Polytechnic University 職業能力開発総合大学校 

②DSD職員をPTUで長期研修実施、帰国後にAHRDAにおいて活躍 
③日本企業の専門家等を派遣し、技能検定の検定員を養成  

・日系企業での検定活用 
・ＡＳＥＡＮの広域拠点化 

シーケンス制御検定2級立上げ 課題 


